













イ社から出版され、作曲者が渡米後の 1943年に自身の手で改訂され、現在の第 1巻 40曲ハンガリー






















ハ長調。29小節。音域は 1オクターブと 6度（c→ a1）。第 1番より 1オクターブ低く、子羊を思
う優しさが暖かく表現される。8小節の旋律が左手のハーモニーの変化を伴って 3回繰り返され、
最初は cをバスに、2回目は eをバスに cisと bが効果的に用いられ（旋法的な色合いを付加して
いる）、3回目は fのバスから cの終止音に導かれる。2度目の提示では末尾が反復され「＞」
が付されているので、手首の柔軟性が必要。
第 3番　Quasi adagio 　無題
歌詞：いなくなってしまった　妙齢の美しい娘が　帰ってきておくれ　リディという名の娘
ドリア旋法。25小節。音域は 1オクターブと 5度（a→ e2）。娘が嫁いでいった後の喪失感が歌われる。
10小節の民謡がドリアの 6の和音を伴った a上の保続する伴奏型の上に 2回繰り返され、余韻を




ハ長調。51小節。音域は 2オクターブと 5度（c→ g2）。細かい動きが連続する楽しさに満ちた 8
小節の民謡が 3回現れる。2回目の提示では 5度上げられ、元に戻る 3回目の提示後、14小節の後
奏が楽しさの余韻を奏でる。左の伴奏も保続音（c→ g→ c）上に多声的な性格をもって小刻みに
1）聖ジェルジの日は、4月 24日、春が始まる日（パップ 2005, 81）。
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動いており、左右ともに離鍵の良いタッチで明るく表現すべきである。
第 5番　Allegretto－ Più mosso－ Tempo Ⅰ　〈遊び〉
歌詞：子猫ちゃん、きれいな娘は？　いるよ、でも金曜は働き木曜は宴会、水曜はお祈り
ハ長調。52小節。音域は 2オクターブと 4度（G→ c1）。この曲集では珍しく 3部形式であり、優
美な下行音型を中心とする主部と、テンポが上がり連打が特徴的な中間部からなる。主部の 10小
節は保続音上の 4小節フレーズ（1＋ 1＋ 2）が 2回、そして会話を思わせる 2小節ごとのフレー
ズからなり、強弱の対比が大切である。中間部前半の 2重音の連打は fなので、第 1, 2指同時の連
続が作曲者により指示され、後半の単音連打は pなので第 1, 2指交互となる。
第 6番　Allegro　〈左手の練習〉
歌詞：ヘイ、チューリップ　満開のカーネーション　スカーフはセージと愛の炎でいっぱい
エオリア旋法。57小節。音域は 1オクターブと 7度（H→ a1）。左手の伴奏型は 2重音の連打で貫かれ、
情熱的な曲想に相応しい。柔軟な腕の状態のもと、指の支えをしっかりさせて良いリズムで弾かな
ければならない。下行音型による 8小節の民謡が 4回提示され、毎回最終音にアクセントが来るので、




ハ長調。16小節。音域は 2オクターブと 6度（c→ a2）。細やかなアーティキュレーションを伴っ
て下行する 8小節の民謡が 2回提示される。左手の伴奏は最初の提示に於いてほぼ c1のバス上に




エオリア旋法。73小節。音域は 2オクターブと 6度（A→ f 2）。比較的大きな規模をもち、20小




第 9番　Adagio－ poco più vivo－ Tempo Ⅰ　〈歌〉
歌詞：白いゆりが一本　そら、ティサ川へ飛び込め　ドナウ川へ飛び込め　顔をよくあらって
ニ長調。47小節。音域は 2オクターブ（d→ d2）。テンポ感に緩急がある民謡である。Adagio（molto 







ドリア旋法。48小節。音域は 2オクターブと 7度（A→ g2）。音型の反復が多い 16小節の踊り歌






ニ長調。30小節。音域は 3オクターブ（D→ d2）。12小節の民謡は前半 2小節のモティーフの反復と、
後半 4小節のモティーフの反復からなり、特に後半の 1オクターブにわたる下行型は印象的であり、
molto espr.と指示されている（“ 返しておくれ ” という歌詞）。2回目の提示では左手に旋律が置か
れて再び molto espr.と指示され、同時に右手の対旋律（espr.）も美しい。コーダとなる最後の 7小
























エオリア旋法。14小節。音域は 2オクターブと 6度（G→ e2）。テンポ・ジュスト（一定のテンポ、
バルトークはパルランド・ルバートと対比的に用いた）による快活な曲想であり、バルトークがハ
ンガリー民謡を分類したうちの「新しい様式による旋律」4）にあたる。9小節の民謡は 2＋ 2＋ 3




ニ長調。24小節。音域は 2オクターブと 4度（A→ d2）。16小節の民謡はそれぞれ 4小節ずつ
ABBAの構造をもち、Bは Aより 5度高い位置から始まっており、第 14番と同様に「新しい様式
による旋律」に分類される。曲想も明るさをもつ中で淡い恋心が表現されており、反復された B












エオリア旋法。18小節。音域は 2オクターブと 5度（E→ h1）。8小節の民謡は AABB’ の構造をも
ち、dolceの指示のもと繰り返されるフレーズが印象的。左手はバスの Eが 7小節間保続されて深








第 18番　Andante non troppo　〈兵士の歌〉
歌詞：ナジュヴァーラドの港に軍艦　兵士たちは 1901年の自由の身を待ち焦がれている
ミクソリディア旋法。26小節。音域は 3オクターブと 2度（D→ e3）。歌詞の内容からも新しい様







ミクソリディア旋法。22小節。音域は 2オクターブと 6度（G→ e2）。第 18番から atacca（ad.lib.）
で続き、旋法も旋律の構成（AABABA）も同じである。Bのモティーフが 3小節であるので 4＋ 4





ドリア旋法。36小節。音域は 3オクターブと 5度（G→ d3）。民謡は AA’BB’BB’ の構成をもち、2
回提示される。それぞれのモティーフは 3小節からなり、高音（g2）から始まり、飛び跳ねるよう





エオリア旋法。24小節。音域は 4オクターブ（E→ e3）。第 20番から atacca（ad.lib.）で続き、民







ヘ長調。15小節。音域は 3オクターブ（F→ f 2）。4小節の民謡が最初の提示では後半のみ ppで反







ハ長調。57小節。音域は 3オクターブと 4度（E→ a2）。12小節の民謡は AABBの構成をもち（2






イ短調。36小節。音域は 2オクターブと 7度（G→ f 2）。民謡は ABAの構成をもち、原型は 6＋






ドリア旋法。14小節。音域は 2オクターブと 4度（G→ cis2）。Parlando（語るように）と指示され
ており、バルトークが様式分類に用いたパルランド・ルバートの典型的な曲である。フレーズは 2




エオリア旋法。35小節。音域は 2オクターブと 5度（G→ d2）。変拍子の民謡であり、2小節（3/8拍子）
と 1小節（2/8拍子）の組み合わせが主体で、終結のみ引き延ばされて 4小節（3/8拍子）と 1小節（2/8





ニ長調。53小節。音域は 3オクターブと 5度（D→ a2）。giocoso（おどけた）という指示の通り愉
快さに溢れている。歌詞も民衆の飾らない語句なので、過激になっているのであろう。2＋ 2＋ 3
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ドリア旋法。39小節。音域は 2オクターブと 7度（D→ c2）。13小節の厳かな民謡が 3回提示され
る。なだらかな旋律のラインは抑揚に沿って 4小節（3/4拍子）→ 1小節（3/2拍子）→ 1小節（4/4













ハ長調。37小節。音域は 4オクターブと 5度（C→ g3）。民謡は変拍子で出来ており、3/4拍子× 2



















ではさらに半音下がって（Des）となっており、poco a poco rallentandoと共に集中力のある ppのタッ
チが求められる。
第 33番　Allegro non troppo　無題
歌詞：庭で花を摘むと　足の骨を折った　私が結婚しなかったのは、神のご加護に違いない








エオリア旋法。15小節。音域は 4オクターブと 2度（G1→ a2）。ABB’AB’Aの構成をもつ。Aは 2
小節、Bと B’ は 3小節であり、自由な息づかいで恋愛の機微が表現されている。ポルタートやテ
ヌート指示が多く、歌詞の心情を引き出す為に脱力された良く機能する指先（タッチ）が必要であ





エオリア旋法。17小節。音域は 3オクターブと 6度（C→ a2）。ABB’AB’Aの構成をもつ変拍子であり、
Aは 2小節（4/4拍子）、Bは 3小節（3/4拍子）で、B’ は 2小節（3/4拍子）と 1小節（2/4拍子）、













エオリア旋法。40小節。音域は 5オクターブ（G1→ g3）。AA’BA’ という 16小節の民謡が高音部で
提示された後、2小節の間奏を挟んで BA’ の部分が左手に現れ、さらに 2小節後に Più vivoとなっ





ヘ長調。91小節。音域は 2オクターブと 6度（F→ d2）。左手の高さを変えていくオスティナート
の上に 12小節の民謡が繰り返し現れ、古い新年の行事で歌唱隊（レゲシュ）が練り歩く様を表わす。








































ヘ長調。28小節。音域は 2オクターブと 4度（A→ d2）。民謡は AABB’A（4＋ 4＋ 3＋ 3＋ 4小節）
という構成。第 2番から atacca （ad.lib.）で続き、一転してスタカートが多用された弾むような踊り
の曲である。明瞭なカデンツが用いられ、速いテンポによるポルカを思わせる。p, scherzandoとい












リディア旋法。85小節。音域は 3オクターブと 3度（G→ h2）。《子供のために》全 79曲中唯一の
















エオリア旋法。16小節。音域は 2オクターブと 3度（G→ h1）。初版にも歌詞は掲載されなかった
が、その大意は「悪者をドナウ河に投げ捨てて絞首刑判決を受けた義賊が少女たちの嘆願によって




第 8番　Allegro non troppo　〈踊り〉
歌詞：塔のてっぺんに、2羽の鳩　皆さん、嫉妬しないで　人が愛し合うのは素敵なこと










リディア旋法。14小節。音域は 1オクターブと 7度（g→ f 2）。7小節の民謡が 2回提示される。p, 
sempliceと指示されている通り、素朴に語りかける表現が相応しい。力みのない状態で鍵盤に手を
置き、抑揚指示に合わせて腕のバランスをとり、指が音型を描いていくように 1小節ごとのスラー




エオリア旋法。16小節。音域は 2オクターブと 5度（A→ e2）。オスティナート風の音型（左）に乗っ












エオリア旋法。17小節。音域は 2オクターブと 6度（A→ f 2）。8小節の民謡がレガートで訴えか
けるように 2回提示される。旋律は 2小節のモティーフが 4つで構成され、その 2つ目に頂点が来




ドリア旋法。20小節。音域は 3オクターブ（G→ g2）。第 12番から attacca （ad lib.） で続き、AABB（6







ミクソリディア旋法。20小節。音域は 2オクターブと 4度（A→ d2）。10小節の民謡が 2回提示











エオリア旋法。12小節。音域は 3オクターブと 4度（H1→ e2）。6小節の民謡が 2回提示される。テヌー





エオリア旋法。35小節。音域は 3オクターブと 4度（H1→ es1）。14小節の民謡は ABA’A（4＋ 3














エオリア旋法。27小節。音域は 3オクターブ（E→ e1）。6小節の民謡が 3回提示される。それぞ
れの前には 3小節の前奏が付され、冒頭は p, sonoro, espr.、次にオクターブ上で mf,sonoro、最後に






リディア旋法。27小節。音域は 3オクターブと 6度（E→ c3）。急速なテンポで上下に波打つ 8小



















ドリア旋法。21小節。音域は 3オクターブ（D→ d2）。10小節の民謡がしっとりと 2回提示される。







エオリア旋法。26小節。音域は 3オクターブと 6度（Cis→ a2）。第 23番から attacca（ad.lib.）で












第 26番　Andante, molto rubato　〈農夫の縦笛〉
歌詞：歌詞のない縦笛の旋律
フリギア旋法。18小節。音域は 3オクターブと 6度（H1→ gis2）。縦笛による民謡が 2回提示され、











第 28番　Andante, molto rubato　無題
歌詞：夜中に何度も通った　暗く　寒く　大変な道を　嫌ではなかった　娘達に会いにいくのが
ドリア旋法。28小節。音域は 3オクターブと 2度（E→ f 2）。12小節の民謡は、左手の減 5を含む
短 7の和音による 1小節の前奏に続いて 5小節と 7小節のフレーズからなる。molto espr.の旋律は
詩の朗読のようなモティーフの反復を含み、細やかな強弱指示を実現して陰影豊かに奏する。14か
ら 2小節の間奏となり、左手は rubatoで 3和音が刺繍音と共に刻まれて 2回目の提示を導き、25の「’」
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での大きなブレスの後、最後の一節に万感を込めたい。
第 29番　Allegro non troppo　〈カノン〉
歌詞：バルトークは出版譜に掲載していない。
エオリア旋法。46小節。音域は 4オクターブと 5度（A1→ e3）。冒頭 4小節は高音から低音へ移動
しながら連打が続き、円熟期の《コントラスツ》第 3楽章冒頭の微分音によるヴァイオリンの重音












ヘ長調。21小節。音域は 2オクターブと 5度（F→ c2）。4小節の民謡が 3回提示され、f, non 













エオリア旋法。17小節。音域は 3オクターブと 3度（C→ es2）。10小節の民謡は ABB’A（3＋ 2















エオリア旋法。70小節。音域は 4オクターブと 4度（G1→ c3）。義賊のバラードに類する。冒頭左
右のユニゾンで重々しく提示される 10小節の民謡では、2つの 5小節フレーズが大きな波を描き、
バルトークが時折用いる第 1、 2指を一体化させた奏法で強く弾く。伴奏型として 7の和音やその
分散和音型が保続しながらテンポが上がり、民謡は左右で反復されて44で決定的な変化を遂げた後、
今一度ため息交じりに世相を語るように現れる（sempre più tranquillo）。














フリギア旋法。44小節。音域は 4オクターブと 3度（E→ g3）。16小節の民謡が左手に置かれ、2
8）クラシック音楽の 3和音体系に止まらない 4和音を軸に、より多くの変化音を用いたもの。即興性に富み、自由度が高い。
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ドリア旋法。52小節。音域は 4オクターブと 3度（C2→ e2）。quasi recitando（朗読するように）と
指示された 10小節の民謡が 3回提示される。冒頭のアウフタクトによる 2小節の前奏は哀悼の思







【図１】の通り、第 1巻全体を見ても、最も多いのが 2～ 3オクターブのものであり、第 2巻の方
は 3～ 4オクターブのものが最多となっていて、より発展的な内容をもつ。
　テンポに関しては、【図２】の通り第 1巻で Allegroが最多であるのに対し、第 2巻では Andante





































第 1巻 第 2巻




1, 5, 6, 8, 9, 12, 14, 15, 19, 20, 21, 22, 23, 24, 
25, 27, 29, 30, 31, 32, 33, 34, 35, 36, 37, 38, 
40（全 27曲）





2, 3, 4, 7, 9, 10, 11, 12, 13, 16, 17, 18, 22, 24, 
26, 28, 31, 32, 39
（全 19曲）
1, 2, 4, 5, 6, 7, 9, 10, 11, 12, 14, 15, 16, 17, 
19, 20, 22, 23, 24, 26, 27, 28, 31, 32, 33, 34, 
35, 36, 38, 39（全 30曲） 
旋律のスタイル＝
下行型主体
1, 2, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 16, 18, 
19, 20, 21, 22, 23, 26, 31, 32, 33, 34, 36, 37, 
39, 40（全 29曲）




3, 15, 17, 24, 25, 27, 28, 29, 30, 35, 38
（全 11曲）
1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 12, 14, 15, 16, 17, 
18, 19, 20, 21, 22, 23, 24, 29, 30, 31, 35, 36, 
37, 39（全 29曲）
フレーズの不規則性 11, 12, 14, 19, 25, 26, 27, 28, 31, 34, 35, 38 
（全 12曲）
2, 3, 4, 5, 9, 13, 14, 15, 17, 19, 23, 24, 27, 28, 
32, 33, 35, 36, 39（全 19曲）
多声的 1, 4, 8, 11, 18, 24, 28, 37, 39
（全 9曲）




11, 12, 13, 18, 28, 29, 30, 37, 39
（全 9曲）
2, 5, 11, 15, 18, 19, 21, 29, 34, 35, 36-37, 38 
（全 13曲）
調性をもつ 1, 2, 4, 5, 7, 9, 11, 12, 15, 22, 23, 24, 27, 30, 
38 （全 15曲）




3, 6, 8, 10, 13, 14, 16, 17, 18, 19, 20, 21, 25, 
26, 28, 29, 31, 32, 33, 34, 35, 36,37, 39, 40 
（全 25曲）
5, 7, 8, 9, 10, 11,12, 13, 14, 16, 17, 19, 20, 22, 
23, 24, 25, 26, 28, 29, 32, 33, 34, 35, 36-7, 
38, 39（全 28曲）
4度和音をもつ 17（全 1曲） 23, 25, 26, 35, 36-7, 38, 39（全 8曲）
保続音またはオス
ティナートをもつ
3, 4, 5, 6, 7, 10, 12, 13, 17, 23, 27, 30, 32, 38, 
40（計 15曲）
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Béla Bartók’s For Children: clarifying performance through practice and musical analysis 
Shinnosuke TASHIRO　
　This paper examines Béla Bartók’s For Children, Vols.Ⅰ and Ⅱ . These works were composed in 1908/09 
and published by Rosznyai in 1909 as For Children based on Hungarian folk songs Ⅰ , Ⅱ and For Children 
based on Slovak folk songs. In 1943, Bartók revised them in the United States as For Children Vol. I, Little 
pieces for beginners (without octaves) based on Hungarian children’s and folk songs, and For Children Vol. 
Ⅱ , Little pieces for beginners (without octaves) based on Slovak children’s and folk songs. At present, the 
revised edition is generally used.
　These works were accompanied by the lyrics of each folk song. This paper thus comments on the 
relationship between the lyrics and music for each of the 79 pieces constituting this work. It also examines 
the tonality, structure, dynamics, style of melody, articulation, characteristics of the phrases, and method of 
harmony in each work. With the help of these results, the performance method of these pieces is clarified.
　In 1907, Bartók became a piano professor at the Budapest National Academy of Music (presently known as 
the Liszt Academy of Music). He is the author of one of the best piano textbooks, For Children Vols. Ⅰ and 
Ⅱ , with folksongs attracting the greatest interest. While Vol. I embodies the energetic Hungarian spirit, Vol. 
Ⅱ accurately captures discernable Slovak nuances. Moreover, these works are replete with Bartók’s affinity 
for folk music, and it is necessary to understand not only each work, but also the common character of both 

















て確かな教材を提供したのが《子供のために》全 79曲である。第 1巻には躍動的な性格、第 2巻
には陰影を重視した性格が見出されると同時に、全 79曲を通して祖国及び隣接する国の民謡への
深い共感が作品のなかで活かされており、表現力豊かな演奏の為には、個々の曲への深い理解と共
に、両曲集の関連性をも把握することが大切という結論に至った。
